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 事業概要 

現在, 大学/JAXA 共同で, 極超音速旅客機実現に向けた研究が進められている. この計画の第一段階

と し て , 実 飛 行 環 境 下 に お け る 機 体 / 推 進 統 合 制 御 技 術 の 実 証 を 目 的 と し , 飛 行 実 証 実 験

HIMICO(High Mach Integrated Control Experiment)が計画されている. 超音速インテークは, 背圧を

上昇させることで性能が向上することが知られているが, 過度な背圧上昇はバズと呼ばれる衝撃波の

自励振動現象を誘起する. これは激しい圧力振動を伴い, エンジンの破損につながる恐れがあること

から, 設計段階においてバズの静圧波形を予測し, 設計に活かす必要がある. そこで, バズのメカニズ

ム解明およびモデル構築を目的として CFD 解析を行った.  

また, より低速で飛行する航空機周りの空力についても検討した. 近年, 航空機開発の場に CFD の

導入が進められ, これまで巡航条件での適用が中心であった段階から離着陸時などの高揚力形態への

適用が進められている. 高揚力形態での CFD 解析では大規模な剥離を伴うため, 正確に流れ場を捉え

ることは困難であり, 予測制度は不十分である. そこで, 本研究では, RANS 解析を用いて高揚力形態

での流れ場の評価を行い, 予測精度の向上を目指す. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

インテーク内部や航空機の高揚力装置周りの流れは複雑であり計算コストが大きいが, JAXA スーパ

ーコンピュータの使用により複数条件での定常・非定常解析が可能になった. 

 

 今年度の成果 

HIMICO 用ラムジェットインテークを対象に, インテーク後方ノズル開度(NOR)を変更した CFD

解析を実施した. その結果, 図 1 のような背圧の時間変化が得られた. バズの静圧上昇期間は, インテ

ークへの流入流量が流出流量を上回ることにより, インテーク内部の静圧が上昇する. ここでは, 静

インテーク・翼周りの CFD 解析に関する研究 
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圧上昇期間を A, B の 2 つに分割する. 静圧上昇期間 B では, NOR が小さいほど背圧上昇速度が大き

くなった. これは, NOR が小さいほど流出流量が少ないためと考えられる. 一方で, 静圧上昇期間 A

も NOR が小さいほど流出流量が少ないが, 背圧は NOR に依存しなかった. このことから, 静圧上昇

期間 A, B は異なるメカニズムによって現象が支配されていると考えられる.  

航空機周りの流れについては, AIAA 主催の CFD による空力予測ワークショップ ( Stability & 

Control prediction workshop および HiLift prediction workshop ) に基づき, NASA-CRM を対象とし

た, CFD による, ピッチングモーメント予測および, 高迎角時の失速予測の向上を目指した解析を行

った. ピッチングモーメントについて, レイノルズ応力の等方性を仮定した乱流モデルを使用した場

合, 特定の計算格子において水平尾翼と胴体の結合部に剥離泡を生じることがわかり, この剥離泡が

ピッチングモーメント予測に大きく影響していることを示した. また, 失速予測については, CRM-

HL を対象にした RANS 解析を行い, 乱流モデルの検証を行った. その結果, 高迎角飛行時に乱流モデ

ル間で失速特性予測に違いが生じることがわかった. 

 

 
図 1: インテーク背圧の時間変化 
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図 2: 各計算格子における水平尾翼上の気流とピッチングモーメント係数 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.93 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 23,351,080.01 1.04 

TOKI-ST 345,176.59 0.34 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 598.35 0.37 

TOKI-LM 6,922.14 0.46 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 916.67 0.83 

/data 及び/data2 55,960.00 0.43 

/ssd 6,876.67 0.95 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 0.08 0.00 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 非該当 

プロセス並列数 576 - 4608 

１ケースあたりの経過時間 30 時間 
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⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 4,867.61 3.39 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


